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【令和７年度　事業計画】
〈
不
確
実
な
時
代
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
持
続
可
能
な
経
済
と

社
会
を
〉

　
国
内
で
は
、
人
口
減
少
、
少

子
化
、
高
齢
化
、
そ
し
て
働
き

手
不
足
と
い
う
社
会
構
造
の
変

化
が
続
き
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず

の
円
安
も
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
す
。

世
界
を
見
渡
せ
ば
、
地
球
規
模

で
広
が
る
社
会
的
・
経
済
的
な

格
差
と
分
断
、
不
安
定
化
が
増

大
す
る
国
際
情
勢
と
各
国
の
政

治
状
況
、
近
未
来
に
到
来
す
る

80
億
人
を
超
え
る
人
口
爆
発
と

そ
れ
に
伴
う
食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
争
奪
戦
、
そ
の
期
限
が
５

年
後
に
迫
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
気
候

変
動
が
進
む
中
で
不
可
欠
な
脱

炭
素
社
会
実
現
へ
の
取
り
組
み
、

Ａ
Ｉ
に
象
徴
さ
れ
る
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
転
換
を
引
き
起
こ
す
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）、
環
境
と
経

済
の
一
体
化
を
促
す
Ｇ
Ｘ
（
グ

リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）、
加
え
て
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ

Ｔ
コ
ロ
ナ
時
代
で
の
事
業
の
再

構
築
な
ど
、
私
た
ち
中
小
企
業

に
と
っ
て
も
対
応
が
迫
ら
れ
て

い
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
は
、
ま
す

ま
す
複
雑
化
し
、
か
つ
、
そ
の

変
化
は
予
測
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
解
は
、
過
去
の
成
功
体

験
に
囚
わ
れ
な
い
柔
軟
な
思
考

と
思
い
切
っ
た
行
動
、
つ
ま
り

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
り
、
そ

の
目
指
す
べ
き
ゴ
ー
ル
は
「
持

続
可
能
な
経
済
と
社
会
」
の
実

現
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
今
年

度
も
不
変
で
す
。

〈
地
域
で
廻
る
お
金
を
増
や
し
、

そ
の
廻
る
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

る
〉

　
政
府
の
積
極
的
な
財
政
出
動

や
日
銀
の
低
金
利
政
策
に
よ
り
、

市
中
に
出
回
っ
て
い
る
お
金
の

総
量
、
い
わ
ゆ
る
マ
ネ
ー
ス
ト

ッ
ク
は
増
え
続
け
る
の
に
、
多

く
の
中
小
企
業
に
は
そ
の
実
感

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
社

会
の
経
済
的
格
差
は
広
が
る
ば

か
り
で
す
。
経
済
の
実
態
と
は

か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
で
株
価
は

上
が
り
、
一
部
大
企
業
の
内
部

留
保
と
海
外
へ
の
流
出
は
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
資

金
が
ど
こ
か
に
滞
留
し
、
必
要

な
と
こ
ろ
に
回
っ
て
い
な
い
と

い
う
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
私
た
ち
地
域
の

中
小
企
業
が
元
気
に
な
る
た
め

に
は
、
そ
し
て
経
済
の
力
で
地

域
を
元
気
に
持
続
可
能
に
し
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
人
と

お
金
を
呼
び
込
み
、
地
域
で
廻

る
お
金
を
増
や
し
、
そ
の
廻
る

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
が
引

き
続
き
必
要
で
す
。

〈
商
工
会
議
所
の
果
た
す
べ
き

２
つ
の
役
割
〉

　
私
た
ち
地
域
の
中
小
企
業
は
、

地
域
の
暮
ら
し
の
血
流
と
も
言

う
べ
き
経
済
を
下
支
え
す
る
存

在
で
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
が

元
気
で
な
い
と
地
域
は
元
気
に

な
り
ま
せ
ん
し
、
同
時
に
地
域

が
元
気
で
な
い
と
私
た
ち
は
活

動
す
る
場
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

地
域
と
私
た
ち
地
域
の
中
小
企

業
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る

と
も
言
え
ま
す
。
商
工
会
議
所

の
役
割
の
一
丁
目
一
番
地
は
、

地
域
の
中
小
企
業
で
あ
る
会
員

さ
ん
の
商
売
繁
盛
の
お
手
伝
い

で
す
。
そ
れ
に
は
２
つ
の
側
面

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
個
々
の
会
員
企
業

の
経
営
支
援
で
す
。
事
業
者
に

伴
走
し
、
認
識
・
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
し
、
事
業
計
画
の
策
定
と

実
践
を
お
手
伝
い
し
て
ま
い
り

ま
す
。

●
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
コ
ロ
ナ
時
代
の
事

業
の
再
構
築
や
新
規
事
業
へ
の

挑
戦

●
働
く
人
の
意
識
と
行
動
が
大

き
く
変
わ
る
中
で
の
副
業
等
で

の
経
営
人
財
の
確
保
や
既
存
人

財
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ

●
Ａ
Ｉ
の
導
入
を
含
め
た
経
営

の
デ
ジ
タ
ル
化
と
業
務
改
革

●
地
域
経
済
の
活
力
を
維
持
し

育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
事
業

承
継
と
創
業
支
援

●
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な

い
自
然
災
害
へ
の
備
え

●
不
安
定
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
へ
の
対
策
と
脱
炭
素
へ
の
挑

戦な
ど
、
経
営
上
の
問
題
と
可
能

性
の
課
題
山
積
で
す
。
個
々
の

会
員
の
課
題
を
把
握
し
、
適
切

な
ツ
ー
ル
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
課
題

の
解
決
に
は
、
自
助
努
力
が
基

本
で
は
あ
り
ま
す
が
、
業
種
や

業
態
を
超
え
た
他
社
や
他
団
体

と
の
協
力
、
協
業
も
必
要
で
す
。

様
々
な
業
種
、
業
態
の
会
員
さ

ん
か
ら
成
り
、
様
々
な
団
体
と

も
お
付
き
合
い
の
あ
る
商
工
会

議
所
の
役
回
り
は
そ
こ
に
も
あ

り
と
任
じ
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
地
域
の
中

小
企
業
が
活
躍
し
や
す
い
環
境

整
備
と
い
う
視
点
で
の
ま
ち
づ

く
り
で
す
。
私
た
ち
の
ま
ち
づ

く
り
と
は
、
地
域
に
人
と
お
金

を
引
き
込
み
、
地
域
で
回
し
て

い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

●
議
会
提
案
で
制
定
さ
れ
た
小

田
原
市
地
域
経
済
好
循
環
推
進

条
例
の
実
践

●
人
を
感
動
さ
せ
、
人
と
人
を

つ
な
い
で
い
く
ス
ポ
ー
ツ
の
力

を
活
か
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
ま
ち
づ
く
り
」

●
小
田
原
市
が
進
め
る
「
健
や

か
な
食
の
ま
ち
」
と
の
連
携
協

力●
相
模
湾
と
い
う
地
域
資
源
を

最
大
限
に
活
か
す
「
海
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
」

●
当
地
の
基
幹
産
業
で
あ
る
Ｐ

Ｏ
Ｓ
Ｔ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い

観
光
戦
略

●
地
域
を
挙
げ
て
の
防
災
体
制

の
整
備

●
小
田
原
箱
根
気
候
変
動
ワ
ン

チ
ー
ム
宣
言
の
実
践

●
不
安
定
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
へ
の
対
応
と
脱
炭
素
の
具
体

的
な
方
法
と
し
て
の
地
域
間
競

争
を
呼
ば
な
い
優
れ
た
地
域
経

済
活
性
化
策
で
あ
る
省
エ
ネ
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
の
推
進

な
ど
、
こ
こ
小
田
原
・
箱
根
に

は
大
き
な
可
能
性
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
チ
ャ
ン
ス
が
多
々
あ

り
ま
す
。

　
但
し
、
そ
れ
ら
は
商
工
会
議

所
単
体
で
で
き
る
こ
と
は
少
な

く
、
ま
ち
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
、
つ
ま
り
、
市
民
、
他
団
体

と
の
連
携
が
重
要
で
す
。
特
に

行
政
と
の
連
携
が
必
須
で
す
。

積
極
的
な
提
言
活
動
も
含
め
、

公
民
連
携
を
旨
と
し
て
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

〈
世
代
を
超
え
、
違
い
を
超
え
、

国
境
を
越
え
て
〉

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
自
由
な
発
想
と

行
動
力
に
富
む
次
代
を
担
う
若

い
知
恵
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

で
す
。
未
来
に
向
け
て
、
彼
ら

が
安
心
し
て
、
イ
キ
イ
キ
ワ
ク

ワ
ク
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
世

の
中
を
残
す
こ
と
は
今
の
世
代

の
責
務
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
は
男
性

も
女
性
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
は
、
働
き
手
、
お
客
様
の
両

面
に
お
い
て
障
が
い
の
有
無
を

超
え
た
視
点
が
必
要
で
す
。
社

会
の
多
様
性
、
包
括
性
、
公
平

性
を
尊
重
す
る
こ
と
は
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
ま

す
。

　
好
む
好
ま
ざ
る
に
拘
わ
ら
ず
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
け
で
な
く

私
た
ち
地
域
の
中
小
企
業
も
世

界
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
組
み
込

ま
れ
、
不
安
定
な
国
際
情
勢
や

気
候
変
動
の
直
接
的
な
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。
幸
運
に
も
戦

後
80
年
間
に
亘
り
平
和
を
享
受

し
、
と
も
す
れ
ば
内
向
け
に
な

り
が
ち
な
目
線
を
広
く
世
界
に

向
け
て
い
く
こ
と
も
必
要
に
思

い
ま
す
。「
世
界
の
中
の
日
本
、

日
本
の
中
の
世
界
」
と
い
う
視

点
で
活
動
を
拡
充
し
て
ま
い
り

ま
す
。

〈
行
動
す
る
商
工
会
議
所
を
皆

さ
ん
と
共
に
〉

　
職
員
に
よ
る
会
員
サ
ー
ビ
ス

の
質
と
量
を
拡
充
す
る
た
め
、

昨
年
度
、
全
面
改
定
し
た
人
事

制
度
の
完
全
運
用
に
よ
る
職
員

の
働
き
が
い
の
向
上
と
、
所
内

の
業
務
改
革
に
よ
る
働
き
や
す

さ
の
実
現
を
図
り
ま
す
。
６
つ

の
部
会
、
女
性
会
、
青
年
部
、

４
つ
の
委
員
会
と
、
必
要
に
応

じ
て
稼
働
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
を
核
と
し
て
、
行
政
や
他
団

体
と
の
連
携
・
協
力
を
い
っ
そ

う
強
め
な
が
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
旨
と
し
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
今
年
も
様
々
な
活
動

を
展
開
し
、
成
果
を
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
「
議
論
し
て
、
行

動
し
て
、
結
果
を
問
う
」
姿
勢

で
「
知
恵
を
集
め
、
力
を
合
わ

せ
、
お
互
い
を
活
か
し
合
う
」、

そ
ん
な
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
新
会

員
を
増
や
す
努
力
を
続
け
る
と

共
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
積
極

的
な
当
所
の
利
活
用
と
活
動
へ

の
参
画
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

会
頭
　
鈴
木

悌
介

知
恵
を
集
め
、

　
　
力
を
合
わ
せ
、

　
　
　
　
お
互
い
を
活
か
し
合
う

令
和
７
年
度
鈴
木
会
頭
所
信

1．不確実な時代に対応する会員企業の個別支援
2．危機管理
3．脱炭素社会における経済と環境の好循環づくり
4．当地の優位性を活かした観光振興
5．人とお金を呼び込むまちづくりへの参画
6．当地ならではのものづくりの振興
7．組織の拡充・活性化と認知度向上・発信力強化

重 点 施 策

　
当
所
で
は
、
経
営
に
役
立
つ

各
種
の
窓
口
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
、
実
施
し
て

い
る
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、

左
記
の
通
り
で
す
。

　
お
困
り
ご
と
や
お
悩
み
ご
と

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、

お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

是
非
、
ご
活
用
く
だ
さ
い

商
工
会
議
所

専
門
家
・
連
携
相
談
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専門家・連携相談一覧
小田原箱根商工会議所 2025

予約等のお問合せは、
小田原箱根商工会議所　電話 0465-23-1811

○発明·特許·商標·意匠·その他の知的財産権相談（予約制）
弁理士　穂坂 道子 氏
原則毎週　月曜日　15:00～17:00　商工会議所 相談室

○法律相談（予約制）
弁護士　杉﨑 茂 法律事務所

○金融相談（予約制）※小規模事業者（創業前の方を含む）以外の事業者向け
日本政策金融公庫小田原支店（中小企業事業部）
毎月　第２水曜日・金曜日　

○保証ホットライン相談（融資保証）
神奈川県信用保証協会小田原支店
平日　9:00～17:15

○コンピューター相談（予約制・有料）
小田原コンサルティンググループ
※会　員　最初の１時間　2,500円　その後30分毎に1,000円
　非会員　最初の１時間　5,000円　その後30分毎に2,000円

○下請取引斡旋（予約制）
公益財団法人 神奈川産業振興センター　県央支所
毎月　第２水曜日　13:30～16:00　商工会議所 相談室

○経営総合相談
神奈川産業振興センター（よろず支援拠点サテライトオフィス）
中小企業診断士
月・水・金（平日のみ）　9:00～17:00　商工会議所 ４階

○事業承継相談（予約制）
神奈川県事業承継引継ぎ支援センター
平日　9:00～16:00　商工会議所 ５階

○健康経営相談（予約制）
健康経営エキスパートアドバイザー　坂田 淳子 氏

「働き方改革」で時間とコストを削減！

社会保険・雇用保険 手続の電子申請をサポート

℡　０４６５－２５－３３６４

社会保険労務士　大石事務所
小田原市鴨宮３８５番地  虹ビル２Ｆ

知
り
た
い
を

伝
え
た
い！

ishibashi printing

石橋印刷
〒250-0876 小田原市中新田9-3   E-mail／info@i-print.jp
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今
年
10
月
か
ら
、
当
所
で
は
、

事
業
構
想
大
学
院
大
学
と
の
共

催
で
「
小
田
原
箱
根
事
業
構
想

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」
を
開
講

し
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
小

田
原
・
箱
根
地
域
の
会
員
地
元

企
業
が
集
い
、
異
業
種
の
参
加

者
が
１
年
間
を
か
け
て
新
し
い

価
値
や
事
業
を
生
み
出
す
こ
と

き
る
よ
う
に
内
容
を
拡
充
し
実

施
し
ま
す
。

　
事
業
内
容
や
自
社
Ｐ
Ｒ
を
記

載
し
た
参
加
事
業
場
名
簿
の
配

布
に
加
え
、
チ
ラ
シ
や
自
社
商

品
サ
ン
プ
ル
な
ど
を
置
い
た
Ｐ

Ｒ
ブ
ー
ス
の
設
置
、
ス
テ
ー
ジ

上
で
の
自
社
Ｐ
Ｒ
な
ど
新
た
な

企
画
を
実
施
す
る
こ
と
で
皆
様

　
当
所
で
は
、
令
和
７
年
度
　

会
員
大
会
を
５
月
20
日（
火
）14

時
30
分
か
ら
湯
本
富
士
屋
ホ
テ

ル
に
て
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
会
員
大
会
で
は
、

「
知
っ
て
、
活
か
し
て
、
つ
な

が
る
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
フ
ェ
ア
」

と
し
て
、
会
員
同
士
が
よ
り
つ

な
が
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
が
で

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
地

域
商
工
業
の
発
展
を
目
指
し
て

き
た
当
所
と
事
業
構
想
大
学
院

大
学
で
は
、
変
化
を
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
未
来
を
牽
引
す
る
人

材
を
育
成
し
ま
す
。

　
研
究
会
で
は
、
事
業
の
根
本

と
な
る
ア
イ
デ
ア
発
想
か
ら
、

具
体
的
な
事
業
計
画
ま
で
策
定

を
し
ま
す
。
参
加
者
は
、
会
員

企
業
の
皆
様
か
ら
募
集
し
、
組

織
の
枠
を
越
え
た
異
業
種
の
企

業
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
知
の
共

有
・
探
索
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
事
業
創
出
活
動
を
実

現
し
て
い
き
ま
す
。

　
是
非
、
研
究
会
へ
の
参
加
に

つ
い
て
ご
検
討
を
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細

は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
に
繋
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
会
議
所
の
事
業

計
画
の
発
表
・
会
員
支
援
事
例

の
紹
介
も
実
施
し
、
皆
様
に
、

商
工
会
議
所
の
事
業
を
知
っ
て

活
用
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
し

ま
す
。「
知
っ
て
、
活
か
し
て
、

つ
な
が
る
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
フ
ェ

ア
」
へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
お
申
込
み

等
の
詳
細
は
、

当
所
Ｈ
Ｐ
を

ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
募
集
人
数
】

10
名
程
度

【
期
間
・
回
数
】

２
０
２
５
年
10
月
〜
２
０
２
６

年
９
月
の
間
の
全
24
回

【
会
場
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

会
議
室

【
主
催
】

事
業
構
想
大
学
院
大
学

【
共
済
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

【
後
援
】

神
奈
川
県
（
予
定
）

※
小
田
原
箱
根
事
業
構
想
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
と
は
農
林
水
産

業
、
観
光
、
歴
史
等
の
地
域
資

源
を
活
か
し
た
新
商
品
開
発
な

ど
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る

新
規
事
業
を
構
想
す
る
研
究
会

で
す
。

　
労
働
保
険
は
、
労
働
者
を
一

人
で
も
雇
用
す
る
と
、
事
業
主

や
労
働
者
の
意
思
に
か
か
わ
ら

ず
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
当
所
の
労
働
保
険
事
務
組
合

は
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
認
可
を

受
け
、
事
業
主
に
代
わ
っ
て
労

働
保
険
に
関
す
る
煩
雑
な
届
け

出
や
保
険
料
納
付
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
委
託
す
る
メ
リ
ッ
ト

①
労
働
保
険
に
関
す
る
各
種
書

類
の
作
成
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
へ
の
手
続
き
（
一
部
を
除

く
）、
保
険
料
申
告
・
納
付
の

手
間
が
省
け
ま
す
。

②
労
働
保
険
料
の
額
に
か
か
わ

ら
ず
、
３
回
の
分
納
が
で
き
ま

す
。

③
雇
用
す
る
労
働
者
に
つ
い
て

保
険
関
係
が
成
立
し
て
い
る
場

合
、
労
働
保
険
に
加
入
で
き
な

い
事
業
主
や
法
人
の
役
員
、
家

族
従
業
員
も
労
災
保
険
に
特
別

　
小
規
模
事
業
者
等
が
、
今
後

複
数
年
に
わ
た
り
相
次
い
で
直

面
す
る
制
度
変
更
等
に
対
応
す

る
た
め
に
取
り
組
む
販
路
開
拓

等
の
取
組
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
雇

用
や
産
業
を
支
え
る
小
規
模
事

業
者
等
の
生
産
性
向
上
と
持
続

的
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
自
ら
策
定
し
た
持
続
的
な
経

営
に
向
け
た
経
営
計
画
に
基
づ

く
販
路
開
拓
等
の
取
組
や
、
そ

の
取
組
と
併
せ
て
行
う
業
務
効

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
委
託
で
き
る
事
業
主

①
原
則
小
田
原
市
、
ま
た
は
箱

根
町
に
事
業
所
が
あ
る
当
所
の

会
員

②
常
時
使
用
す
る
労
働
者
が
、

金
融
・
保
険
・
不
動
産
・
小
売

業
…
50
人
以
下
、
卸
売
・
サ
ー

ビ
ス
業
…
１
０
０
人
以
下
、
そ

の
他
の
業
種
…
３
０
０
人
以
下

※
別
途
、
委
託
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。

※
一
人
親
方
労
災
特
別
加
入
の

お
取
扱
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

労
働
保
険
事
務
組
合

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

率
化
（
生
産
性
向
上
）
の
取
組

を
支
援
す
る
た
め
、
そ
れ
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

も
の
で
す
。

〈
補
助
上
限
〉

50
万
円

※
右
記
金
額
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス

特
例
対
象
事
業
者
は
、
50
万
円

の
上
乗
せ
、
賃
金
引
上
げ
特
例

対
象
事
業
者
は
、
１
５
０
万
円

の
上
乗
せ
、
両
特
例
対
象
事
業

　「
地
域
で
が
ん
ば
る
若
手
顕

彰
」
は
、
若
手
社
員
の
成
長
や

頑
張
り
に
目
を
向
け
て
、
き
ら

り
輝
く
人
材
を
商
工
会
議
所
が

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
社
員
の
成
長
を
促
進
し
、
そ

の
貢
献
を
可
視
化
す
る
こ
と
で

企
業
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向

上
を
目
指
し
、
表
彰
を
通
じ
て

業
務
へ
の
意
欲
を
高
め
、
長
期

就
業
と
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成

者
は
２
０
０
万
円
の
上
乗
せ

〈
補
助
率
〉

２
／
３
（
賃
金
引
上
げ
特
例
の

う
ち
赤
字
事
業
者
は
３
／
４
）

〈
対
象
経
費
〉

機
械
装
置
等
費
、広
報
費
、ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
関
連
費
、
展
示
会
等

出
展
費
（
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

展
示
会
・
商
談
会
等
を
含
む
）、

旅
費
、
新
商
品
開
発
費
、
借
料
、

委
託
・
外
注
費

　
申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
詳

細
は
、
左
記
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

を
図
り
ま
す
。

【
表
彰
対
象
】

当
所
の
会
員
事
業
所
に
勤
務
す

る
、
入
社
９
年
以
内
の
社
員
。

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
申
込
料
】

令
和
７
年
度
に
つ
い
て
は
、
無

料
と
な
り
ま
す
。

【
申
込
締
切
】

令
和
７
年
６
月
30
日（
月
）

【
表
彰
詳
細
・
特
典
】

　
貴
社
の
チ
ラ
シ
を
当
所
会
報

に
同
封
し
、
新
商
品
や
新
サ
ー

ビ
ス
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。

　
詳
細
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
利
用
料
金
】

Ａ
４
サ
イ
ズ

３
０
８
０
０
円
（
税
込
）

Ａ
３
サ
イ
ズ

４
８
４
０
０
円
（
税
込
）

●
原
則
、
応
募
者
全
員
を
表
彰
。

●
受
賞
者
全
員
を
、
会
員
表
彰

式
へ
招
待
。

●
受
賞
者
の
中
か
ら
選
考
さ
れ

た
１
名
を
代
表
と
し
て
、
会
員

表
彰
式
の
檀
上
に
て
表
彰
。

●
受
賞
に
つ
い
て
、
会
報
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
紹
介
。

※
応
募
に
つ
い
て
は
、
左
記
の

案
内
に
あ
る
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
部

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊
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小田原箱根商工会議所 令和７年度 会員大会 

～知って、活かして、つながるビジネス交流フェア～
＜日時＞ ５月２０日（火）１４：３０開会（14:00 開場）
＜会場＞ 湯本富士屋ホテル（箱根町湯本256-1）
＜内容＞

＜参加費＞ 1名 2,000円（消費税込み）
　　　　　　　　　　　※登録番号：T5021005005630

第１部　商工会議所を知って活かそう
 （14:30～15:15）

第２部　会員の活動を知って活かそう
 （15:25～16:05）

第３部　会員交流会でつながろう
 （16:15～17:00）

◇◇令和６年度の振り返り
◇◇会頭所信と令和７年度事業計画の発表
◇◇会員支援事例の紹介

◇◇会員の活動発表
◇◇青年部の活動発表
◇◇新入会員紹介

非会員の事業者の方をお誘いの上、ぜひご参加ください！

商工会議所の活動をご紹介させていただく機会にしたいと考えております。
ご同行の非会員事業所の方は無料です。 

●参加事業所名簿を配布
　事業所の基本情報（名称・所
在地など）のほか、事業内容や
アピールポイントなどを掲載し
ます。申込み受付後に、フォー
マットをメールでお届けします。

●ＰＲコーナーの設置
　チラシ、商品サンプルなどが
置けるスペースです。（希望者
のみ）

●令和６年度入会の方をご紹介
　新入会員様限定の参加特典で
す。ステージから自社のＰＲを
しませんか？

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度 

会
員
大
会

会
員
大
会

知
っ
て
、
活
か
し
て
、
つ
な
が
る

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

事
業
構
想
大
学
院
大
学
と

連
携
協
定
を
締
結
（
４
／
10
）

会
員
限
定
サ
ー
ビ
ス

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

チ
ラ
シ
同
封

サ
ー
ビ
ス

新しい価値や事業を生み出すことを目的に新しい価値や事業を生み出すことを目的に
「小田原箱根事業構想プロジェクト研究」「小田原箱根事業構想プロジェクト研究」

を開講しますを開講します!!!!

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

候
補
者
募
集
中

候
補
者
募
集
中

「
地
域
で
が
ん
ば
る
若
手
顕
彰
」

「
地
域
で
が
ん
ば
る
若
手
顕
彰
」

申
込
締
切
　
６
月
30
日

ご
案
内

「
労
働
保
険
事
務
組
合
」の 公

募
が
開
始
さ
れ
ま
す

公
募
が
開
始
さ
れ
ま
す

販
路
開
拓
・
業
務
効
率
化
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

販
路
開
拓
・
業
務
効
率
化
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

第17回第17回

経営人財育成のためのスクール事業

2025年10月～2026年９月の間の全24回

メ
ル
マ
ガ
会
員
募
集
中
！　
補
助
金
情
報
等
配
信
中
で
す
。
詳
細
は
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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経営人財育成のためのスクール事業

令和７年２月16日～令和７年２月16日～
３月15日までの入会の方３月15日までの入会の方新新しいしい会員会員さんですさんです

福酒場　代表　福﨑 武氏

開
業
に
至
り
ま
し
た
。

　
開
業
に
向
け
て
、
飲
食
店
の

経
営
者
仲
間
で
あ
る
鴨
宮
の
飲

食
店
「
Ｆ
ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
」（
鴨
宮

駅
北
口
徒
歩
３
分
）
の
代
表
で

あ
る
早
野
氏
に
相
談
し
ま
し
た
。

　
早
野
氏
は
補
助
金
申
請
支
援

や
融
資
、
経
営
全
般
の
相
談
で

長
年
商
工
会
議
所
を
活
用
し
て

お
り
、
活
用
す
る
中
で
感
じ
た

会
議
所
の
メ
リ
ッ
ト
を
福
﨑
氏

に
熱
心
に
説
明
。
そ
れ
を
き
っ

か
け
と
し
て
支
援
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
定
期
的
な
窓
口
相
談
を
通
じ
、

　
今
月
号
の
会
報
で
は
、
鴨
宮

駅
北
口
か
ら
徒
歩
７
分
に
あ
る

北
口
商
店
街
の
外
れ
に
位
置
す

る
飲
食
店
「
福

さ
い
わ
い
さ
か
ば

酒
場
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
代
表
の
福
﨑
さ
ん
は
長
年
小

田
原
市
内
の
飲
食
店
に
勤
務
し

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら
創
作
ま
で

多
く
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
を
生
み

出
し
、
常
連
客
の
胃
袋
を
掴
み

「
福ふ

く

ち
ゃ
ん
」
と
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
お
客
様
と
の
触
れ

合
い
の
中
か
ら
、
自
分
の
お
店

を
持
ち
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
、
昨
年
８
月
に
独
立
・

自
身
の
今
ま
で
の
経
験
や
強

み
・
技
術
等
の
洗
い
出
し
を
行

い
、
事
業
計
画
・
収
支
計
画
の

考
え
方
に
つ
い
て
学
び
つ
つ
、

創
業
計
画
書
を
作
成
。
会
議
所

主
催
の
公
的
融
資
相
談
会
へ
参

加
い
た
だ
き
、
創
業
融
資
の
申

込
み
を
行
い
、
創
業
資
金
の
確

保
も
叶
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

税
務
・
法
律
な
ど
の
無
料
専
門

相
談
を
活
用
す
る
な
ど
、
会
議

所
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
随
時
活

用
し
て
い
ま
す
。

　「
仲
間
と
の
ご
縁
か
ら
会
議

所
と
つ
な
が
り
、
お
店
で
も

様
々
な
お
客
様
と
の
ご
縁
を
感

じ
て
い
ま
す
。
ご
縁
の
あ
っ
た

皆
様
を
笑
顔
に
し
た
い
。〝
福
〞

を
呼
ぶ
酒
場
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
福
﨑
さ
ん
は
語
り

ま
す
。

　
旬
の
野
菜
や
魚
介
を
使
用
し

た
和
食
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の

チ
キ
ン
南
蛮
な
ど
〝
飲
み
〞
だ

け
で
な
く
〝
食
べ
〞
で
も
楽
し

め
る「
福
酒
場
」。
お
一
人
で
も
、

グ
ル
ー
プ
で
も
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

福さ
い
わ
い
さ
か
ば

酒
場

小
田
原
市
鴨
宮
２
５
０

－
４

営
業
時
間

：

16
時
〜
24
時

定
休
日

：

水
曜
日

☎
０
４
６
５（
47
）１
５
２
２

　
正
副
会
頭
・
部
会
長
と
小
田

原
市
長
・
副
市
長
と
の
懇
談
会

を
３
月
24
日（
月
）、
報
徳
二
宮

神
社
報
徳
会
館
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
テ
ー
マ
と
し
て
、

①
小
田
原
駅
周
辺
の
再
開
発
に

伴
う
進
捗
状
況
及
び
商
業
支
援

策
に
つ
い
て
　
②
伝
統
的
工
芸

品
月
間
国
民
会
議
全
国
大
会

（
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｉ
　
Ｅ
Ｘ
Ｓ
Ｐ

Ｏ
）
の
神
奈
川
県
開
催
に
係
る

積
極
的
な
周
知
の
お
願
い
に
つ

い
て
　
③
「
健
や
か
な
ま
ち
小

田
原
」
に
つ
い
て
　
④
小
田
原

市
に
お
け
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ

　
令
和
７
年
度
小
田
原
箱
根
商

工
会
議
所
青
年
部
会
長
を
拝
命

致
し
ま
し
た
稲
葉
　
潤
と
申
し

ま
す
。
私
は
、
給
排
水
設
備
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
な
り
わ
い
と

し
て
、
世
界
に
名
だ
た
る
観
光

の
街
、
箱
根
の
重
要
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
維
持
管
理
に
務
め
て

お
り
ま
す
。「
失
敗
を
恐
れ
ず

に
何
度
も
果
敢
に
挑
戦
す
る
」

こ
れ
は
私
た
ち
青
年
の
特
権
で

あ
る
と
同
時
に
責
務
で
も
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
青
年
経
済
人
が
遠
い

未
来
に
あ
る
人
生
の
ゴ
ー
ル
ま

で
の
間
、
挑
戦
を
放
棄
し
て
、

現
状
に
満
足
し
て
い
て
は
、
地

域
の
衰
退
は
確
実
と
な
る
こ
と

の
取
組
み
及
び
公
共
工
事
の
物

価
上
昇
に
対
す
る
考
え
方
に
つ

い
て
　
⑤
小
田
原
市
地
域
経
済

好
循
環
推
進
条
例
の
効
果
に
つ

い
て
　
⑥
働
き
方
改
革
に
伴
う
、

人
材
獲
得
難
に
対
応
す
る
人
材

獲
得
へ
の
支
援
に
つ
い
て
の
６

項
目
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
①
の
小
田
原
駅
周
辺
の
再
開

発
に
つ
い
て
、
小
田
原
駅
西
口

は
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
広
場

の
利
用
状
況
な
ど
交
通
事
業
者

な
ど
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
と
連
携
し
て
今
後
、

協
議
し
て
い
く
。
小
田
原
駅
東

口
周
辺
地
区
で
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
な
ど
で
、
意
識
調
査
を
し
て

い
る
。
都
市
計
画
道
路
と
の
関

わ
り
と
あ
わ
せ
て
地
権
者
と
も

検
討
を
し
て
い
る
。
再
開
発
に

つ
い
て
は
、
用
途
が
被
ら
な
い

よ
う
に
分
散
さ
せ
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。

少
年
院
跡
地
に
つ
い
て
は
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
タ
ウ
ン
候
補
地
で

あ
っ
た
が
、
白
紙
に
な
っ
た
。

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
よ
り
、

私
た
ち
の
後
を
継
ぐ
者
に
そ
の

挑
戦
す
る
背
中
を
見
せ
続
け
、

そ
の
灯
を
燃
や
し
続
け
る
こ
と

が
こ
の
地
域
の
明
る
い
未
来
の

為
に
必
要
で
す
。
今
年
度
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
「
Ｔ
ｒ
ｙ
!!!
〜
進
化

を
恐
れ
ず
、
真
価
を
発
揮
〜
」

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
青
年
部
は
、
果
敢
な
Ｔ
ｒ

ｙ
に
よ
っ
て
、
自
身
の
成
長
を

促
し
、
互
い
に
磨
き
高
め
あ
い
、

地
域
経
済
発
展
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
い
て
い

る
皆
様
や
皆
様
の
ご
後
継
者
様
。

当
青
年
部
に
ご
関
心
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
と
も
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。

少
年
院
跡
地
は
、
財
務
省
が
所

有
す
る
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
と
っ
て
重
要
な
場
所
。
若
手

や
子
育
て
市
民
・
地
域
住
民
な

ど
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
検
討
を

重
ね
、
財
務
省
と
も
相
談
し
て

い
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
所
側
か
ら
は
、
駅
前
の
再

開
発
に
つ
い
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
感
が
見
え
て
こ
な
い
。
そ
れ

が
見
え
る
と
、
商
工
会
議
所
と

し
て
も
、
何
か
し
ら
の
協
力
が

で
き
る
と
思
う
と
述
べ
ま
し
た
。

　
②
の
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国

民
会
議
全
国
大
会
（
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｇ

Ｅ
Ｉ
　
Ｅ
Ｘ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）
に
つ
い

て
、
昨
年
12
月
末
に
神
奈
川
県

で
の
開
催
が
決
定
し
た
。
例
年

10
万
人
の
来
場
者
が
あ
る
の
で
、

小
田
原
・
箱
根
地
域
に
誘
導
す

る
こ
と
は
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

箱
根
町
、
鎌
倉
市
、
小
田
原
市

は
実
行
委
員
会
に
参
加
す
る
予

定
な
の
で
、
県
西
地
域
へ
の
来

客
を
促
し
て
い
き
た
い
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
所
側
か
ら
は
、
開
催
会
場

と
し
て
、
小
田
原
箱
根
を
利
用

し
て
欲
し
い
。
ま
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
定
期
的
に
懇
談
会

を
開
催
し
、
地
域
商
工
業
者
の

意
見
を
行
政
に
届
け
て
い
く
予

定
で
す
。

　
国
家
資
格
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
公
認
心
理
師
、
シ

ニ
ア
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
ト

リ
プ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
を
も
つ
相

原
さ
ん
。
当
所
主
催
の
起
業
ス

ク
ー
ル
を
卒
業
し
、
２
０
２
３

年
８
月
に
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

　
相
原
さ
ん
は
、
自
身
の
ト
リ

プ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
を
活
か
し
て
、

人
生
そ
の
も
の
を
支
援
す
る
ラ

イ
フ
キ
ャ
リ
ア
視
点
、
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
、
職
場
の
対
人
・
環

境
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
視
点
な

ど
、
広
い
視
野
か
ら
複
雑
か
つ

個
別
性
の
高
い
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
る
こ

と
が
強
み
で
す
。

　
相
原
さ
ん
は
、
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
を
申
請
し
採

択
さ
れ
、
複
合
的
な
販
路
開
拓

事
業
を
実
施
し
、
リ
ー
フ
レ
ッ

　
第
11
回
の
小
田
原
箱
根
起
業

ス
ク
ー
ル
を
左
記
の
予
定
で
開

講
し
ま
す
。
詳
細
は
、
当
所
の

Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
開
講
日
】

第
１
回
　
５
月
24
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
〜
17
時

第
２
回
　
５
月
31
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
〜
17
時

第
３
回
　
６
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
〜
17
時

第
４
回
　
６
月
28
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
〜
17
時

第
５
回
　
７
月
12
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
〜
17
時

第
６
回
　
７
月
26
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
〜
17
時
30
分

※
第
４
回
・
第
５
回
の
午
前
中

に
希
望
者
の
み
会
計
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。（
４
月
23
日
か

ら
受
付
開
始
予
定
）

ト
等
の
制
作
、
心
理
査
定
・
心

理
検
査
用
品
の
購
入
な
ど
を
本

補
助
金
を
活
用
し
実
施
し
ま
し

た
。
心
理
査
定
用
品
の
購
入
に

よ
り
、
デ
ー
タ
を
可
視
化
で
き

た
こ
と
に
よ
り
、
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
に
言
い
に
く
い
こ
と
も
、
客

観
的
指
標
デ
ー
タ
を
見
な
が
ら

話
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　「
補
助
金
は
あ
く
ま
で
き
っ

か
け
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
き
っ

か
け
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か

が
重
要
だ
と
感
じ
た
」
と
相
原

さ
ん
。
販
路
開
拓
へ
の
取
組
か

ら
多
く
の
ご
縁
が
生
ま
れ
、
地

域
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と

が
一
番
の
収
穫
で
あ
っ
た
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　
同
所
で
は
、
労
働
安
全
衛
生

法
に
基
づ
く
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
相
談
も
で
き
、
法
人
・
個

人
問
わ
ず
ご
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
複
雑
に
絡
ん
だ
課
題
も

〝
し
な
や
か
〞
に
多
様
な
視
点

で
見
つ
め
、
お
客
様
自
ら
気
づ

き
、
解
決
で
き
る
よ
う
な
後
押

し
を
い
た
し
ま
す
。
是
非
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

創
業
者
連
載

創
業
者
連
載

「
福さ

い
わ
い
さ
か
ば

酒
場
」
代
表
　
福
﨑
武
氏

お
客
様
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　〝
福
〞
を
呼
ぶ
酒
場
で
あ
り
た
い

懇談会にて挨拶をする鈴木会頭

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス

し
な
や
か　

代
表　

相
原
幸
子
氏

補
助
金
活
用
事
例

気
軽
に
ご
相
談
を
…
彩
り
豊
か
に
生
き
る
た
め
の

気
軽
に
ご
相
談
を
…
彩
り
豊
か
に
生
き
る
た
め
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
集
客
事
業
を
展
開

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
集
客
事
業
を
展
開

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
し
な
や
か

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
し
な
や
か

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
代
表
 
相
原
相
原
　
幸
子
氏

幸
子
氏

第11回 小田原箱根起業スクール
が開講します! !
４月23日から申込受付開始

正
副
会
頭
・
部
会
長
と

正
副
会
頭
・
部
会
長
と

小
田
原
市
長
・
副
市
長
と
の
懇
談
会

小
田
原
市
長
・
副
市
長
と
の
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た

を
開
催
し
ま
し
た 

（
３
月

（
３
月
2424
日
）
日
）

６
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換

６
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換

事業所名 代表者名 住　　所 ＴＥＬ 事業内容

ＳＹ　Ｋｉｔｃｈｅｎ 渡部　聡 小田原市本町
1丁目9‒45

0465-27-
1606

飲食店
（イタリア料理）

㈱アーソンオンズ 須山暁仁 小田原市久野
930‒2

0465-35-
5903 食品の輸入販売

Recovery and Reload 宮本　亮 小田原市多古
750‒2

080-5489-
9486

ジビエの肉・レザー・
毛皮販売、出張料理

西建ホーム 髙橋一樹 小田原市田島
37‒13

0465-20-
8247 住宅リフォーム

司法書士あさぬま事務所 浅沼賢史 小田原市荻窪
336‒3

0465-42-
9424 司法書士

Ｄｏｇ　Ｈｕｂ 成澤元子 足柄下郡箱根町
仙石原928‒15

0460-80-
0290

ペットホテル・
カフェ

稲
葉
潤　

青
年
部
会
長

令和７年度
小田原箱根商工会議所
青年部
稲葉 潤会長 ご挨拶

　米国による自動車や部品への関税措置の影響が懸念
される中、当所では会員企業の皆様を支援するため「特
別相談窓口」を設置しました。
　関税措置に関連する経営への影響、資金繰り、補助
金活用などのご相談を受け付けています。該当の可能
性がある企業の皆様は、ぜひご活用ください。

「米国自動車関税措置等に伴う特別相談窓口」を設置しました
メ
ル
マ
ガ
会
員
募
集
中
！　
補
助
金
情
報
等
配
信
中
で
す
。
詳
細
は
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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̶ 管内定期情報 ̶
調査項目 調査月 数　値 対前月比 対前年

同月比
資料
提供

小
田
原
市

人　口 3月1日
現　在 185,360 人 △ 141 人 △ 716 人 小

田
原
市世帯数 3月1日

現　在 85,678 世帯 △ 50 世帯 943 世帯

箱
根
町

人　口 3月1日
現　在 10,830 人 △ 21 人 △ 30 人 箱

根
町世帯数 3月1日

現　在 6,507 世帯 △ 9 世帯 124 世帯

求
人
求
職
状
況

求人
倍率 2月分 0.96 0.02 0.08

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
田
原

有　効
求人数 2月分 2,776 人 87 人 112 人

有　効
求職数 2月分 2,897 人 31 人 △ 117 人

天 守 閣
入場者数 2月 51,593 人 5,308 人 △ 5,209 人 小田原市

観光協会

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

【
日
時
】

令
和
７
年
５
月
３
日（
土
・
祝
）

午
前
11
時
10
分
か
ら

【
内
容
】

出
陣
式（
城
址
公
園
銅
門
広
場
）

・
武
者
行
列

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
観
光
協
会

☎
０
４
６
５（
20
）４
１
９
２

　
５
月
３
日（
土
・
祝
）、「
第
61

回
　
小
田
原
北
條
五
代
祭
り
」

が
小
田
原
城
址
公
園
周
辺
に
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、
初

代
北
条
早
雲
役
に
合
田
雅
史
氏

が
、
四
代
北
条
氏
政
役
に
高
嶋

政
伸
氏
が
、
五
代
北
条
氏
直
役

に
柳
沢
慎
吾
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ

務
め
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

ま
す
。
皆
さ
ん
、
是
非
、
足
を

　「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
は
、
企
業
や
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
に
対
し
て
、
顧
客
が
社
会

通
念
上
相
当
な
範
囲
を
超
え
て
、

不
適
切
ま
た
は
過
度
に
攻
撃
的

ま
た
は
不
当
な
要
求
等
を
行
い
、

従
業
員
に
精
神
的
・
身
体
的
な

苦
痛
を
与
え
、
職
場
環
境
を
悪

化
さ
せ
る
行
為
全
般
を
指
し
ま

す
。
令
和
元
年
６
月
の
労
働
施

　
小
田
原
市
で
は
、
小
田
原
産

木
材
の
利
用
拡
大
、
木
の
良
さ

策
総
合
推
進
法
等
の
改
正
に
よ

り
、
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
に
雇

用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
こ
と
が
事
業
主
の
義
務
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
た
指
針
に
よ

り
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
関
し
て
、
事
業
主
は
相
談

に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る
た

め
の
体
制
の
整
備
や
被
害
者
へ

の
配
慮
の
取
組
を
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
旨
、
ま
た
、
被
害
を

防
止
す
る
た
め
の
取
組
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
旨
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
の
総
合
情
報
サ
イ

ト
で
あ
る
「
あ
か
る
い
職
場
応

援
団
」
に
て
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
企
業
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
、
周
知
・
啓
発
ポ
ス
タ

ー
を
作
成
し
、
企
業
の
対
策
を

促
し
て
い
ま
す
が
、
先
月
よ
り

新
た
に
、
業
種
別
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
企
業
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
『
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
業
編
』
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
業
界
に
お
け

る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
実
態
調
査
や
業
界
企
業
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
カ
ス

の
Ｐ
Ｒ
及
び
市
民
の
木
材
利
用

に
関
す
る
意
識
向
上
を
図
る
た

め
、
小
田
原
産
木
材

を
使
用
し
た
建
築
や

木
質
化
に
よ
り
、
木

材
を
積
極
的
か
つ
効

果
的
に
活
用
す
る
取

組
に
対
し
て
補
助
を

行
い
ま
す
。

●
対
象
建
築
物

多
く
の
市
民
等
が
利

用
す
る
市
内
の
民
間

建
築
物

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す

る
業
界
団
体
等
の
傘
下
の
企
業

の
共
通
の
方
針
や
、
企
業
が
取

り
組
む
べ
き
対
策
が
具
体
的
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

店
舗
等
に
掲
示
す
る
周
知
用
ポ

ス
タ
ー
の
他
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

内
容
及
び
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
対
応
す
る
た
め
の
取

組
方
法
等
を
解
説
し
た
研
修
動

画
も
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
を
怠
る
と
、
従
業
員
の
精

神
的
・
身
体
的
負
担
に
よ
る
労

働
意
欲
の
低
下
や
、
企
業
イ
メ

ー
ジ
や
信
頼
の
失
墜
な
ど
、
企

業
は
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
直

面
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
回
避
し
、

従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
に
も
、
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の

ツ
ー
ル
等
を
活
用
し
、
対
策
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
情
報
提
供
）
宮
川
・
神
蔵
社

会
保
険
労
務
士
法
人

【
お
問
合
せ
】

宮
川
・
神
蔵
社
会
保
険
労
務
士

法
人

☎
０
４
６
５（
63
）３
３
１
８

●
対
象
者

対
象
建
築
物
の
所
有
者
、
対
象

建
築
物
で
事
業
を
行
う
法
人
・

個
人

●
対
象
事
業
費

木
材
を
使
用
し
た
建
築
・
木
質

化
に
係
る
工
事
、
木
製
什
器
の

購
入

●
補
助
金
額

対
象
事
業
費
の
２
分
の
１
、
上

限
２
０
０
万
円

●
申
請

５
月
７
日（
水
）か
ら
（
要
事
前

相
談
）

※
予
算
に
達
し
次
第
、
受
付
を

終
了
し
ま
す
（
先
着
順
）。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
農
政
課

☎
０
４
６
５（
33
）１
４
９
１

　
今
年
度
の
小
田
原
箱
根
商
工

会
議
所
に
よ
る
定
期
健
康
診
断

に
つ
い
て
も
、
小
田
原
卸
商
業

団
地
協
同
組
合
と
箱
根
町
仙
石

原
文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
神
奈
川
県
厚
生
連
に
よ
る

巡
回
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
田
原
駅
周
辺
で
の

受
診
を
希
望
す
る
事
業
所
向
け

に
は
、
小
田
原
箱
根
健
診
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
小
田
原
市
栄
町
１

－

１

－

15
ミ
ナ
カ
７
階
）
に
て
実

施
を
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
会
員

限
定
価
格
で
の
受
診
が
可
能
で

す
。
各
事
業
所
の
ご
都
合
に
合

せ
健
診
を
受
診
を
し
て
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
申
込
み
は
、
今
月
号
の
同

封
物
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

箱箱 

根根 

＆＆

小小 
田田 

原原

が
開
催

５
月
３
日（
土
・
祝
）

５
月
３
日（
土
・
祝
） 小
田
原
城
址
公
園
周
辺

小
田
原
城
址
公
園
周
辺

名
物
市
も
同
時
開
催

名
物
市
も
同
時
開
催 が

開
催

が
開
催

小
田
原
北
條
五
代
祭
り

小
田
原
北
條
五
代
祭
り

■ネット試験
試　験　名 試　験　日

日商プログラミング 試験日は各会場が決定します。
詳細は日本商工会議所ＨＰまたは

日商検定情報ダイヤル
（03-5777-8600）へ
お問合せください。

日商ＰＣ（文書作成・データ活用）
原価計算初級
簿記検定

キーボード操作
◎各試験会場に直接申込みになります。
◎当所認定の試験会場は下記の通りです。
　パソコン教室 岸　　　　　　　　　　090-8313-9796
　資格アリーナ小田原テストセンター 　0465-20-8810

■日商珠算（そろばん）/日珠連暗算/日珠連段位
回　数 種　目 開　催　日 受付期間
第234回 珠算・暗算

６月22日（第４日曜） ５月７日（水）～５月16日（金）
第144回 段位
第235回 珠算・暗算

10月26日（第４日曜） ９月１日（月）～９月12日（金）
第145回 段位
第236回 珠算・暗算

２月８日（第２日曜） 12月15日（月）～１月５日（月）
第146回 段位
◎受験料　段位 ¥3,500 ／ 段位珠算のみ ¥3,000 ／ 段位暗算のみ ¥1,500
　　　　　１級 ¥2,800 ／ ２級 ¥2,000 ／ ３級 ¥1,800
　　　　　４～６級 ¥1,200 ／ ７～10級 ¥1,000
　　　　　暗算１～３級 ¥1,200 ／ ４～６級 ¥1,100 ／ ７～10級 ¥1,000

＝各検定試験の注意事項＝
◎受験申込書は原則本人の自筆に限ります。
◎ 試験当日は身分証明書（氏名・生年月日・顔写真の確認
できるもの）を必ず持参してください。

問合せ：小田原箱根商工会議所　検定担当　TEL 0465-23-1811

小田原箱根商工会議所
各種検定ページは
こちらの二次元コードよりご覧ください

小田原箱根商工会議所 2025年度 各種検定試験一覧表
■日商簿記 ※２月開催試験は２・３級のみ
回　数 開　催　日 申込方法 受付期間

第170回 ６月８日（第２日曜）
窓口 ４月21日（月）～５月９日（金）
ＷＥＢ ４月21日（月）～５月７日（水）

第171回 11月16日（第３日曜）
窓口 ９月29日（月）～10月17日（金）
ＷＥＢ ９月29日（月）～10月15日（水）

第172回 ２月22日（第４日曜）
窓口 １月５日（月）～１月23日（金）
ＷＥＢ １月５日（月）～１月21日（水）

◎受験料　１級 ¥8,800　２級 ¥5,500　３級 ¥3,300
※注意　　・ＷＥＢ申込みは別途手数料がかかります。
　　　　　・受付期間中でも定員になり次第締め切らせて頂きます。
　　　　　・ ２級と３級は随時受験可能なネット試験もございます。

詳細は下記、日本商工会議所ホームページをご覧ください。
　　　　　　https://www.kentei.ne.jp/33013

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

令和６年度同事業実績
（ゲストハウス）

「カスタマーハラスメント」「カスタマーハラスメント」への
対策対策はしていますか？

小
田
原
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
民
間
建
築
物
小
田
原
産
木
材

「
民
間
建
築
物
小
田
原
産
木
材

利
用
促
進
事
業
費
補
助
金
」

利
用
促
進
事
業
費
補
助
金
」のの
ご
案
内

ご
案
内

令和７年度令和７年度
小田原箱根商工会議所小田原箱根商工会議所

定期健康診断定期健康診断についてについて

第第
6161
回回

●ドラッカーマネジメント
●ポーター競争戦略、バランス・スコア・カードによる経営戦略
●経営者に必須の計数管理知識など

後継ぎ教育、先送りしていませんか？
マネジメントスクールマネジメントスクール

■お問い合わせ、資料請求は、下記まで
　詳細は、ＨＰをご覧ください

小田原市城山3丁目25番23号
TEL0465-24-3311 mail : info@enari-brain.com

中小企業に特化！明日の経営者育成を目指す実践経営学

内　容

講　師
受講料 定　員
期　間

税理士・中小企業診断士　  江成　健一
200,000円（税抜）／全20回 10名
2025年5月～2027年2月　随時募集
毎月第2火曜日　18:30～20:30

税理士法人エナリ　（株）ブレイン・スタッフ

人と医療の間に「全て孝
こう

徳
とく

孝
こう

恩
おん

」
（第43回母指堂標語）

鍼灸
　指圧
　　接骨
安心の保険診療 交通事故 労災 鍼灸指圧接骨の適応症
専門医連携の責任診療 骨折 脱臼 捻挫 打撲 肉離れ
Tel. 0465-66-5544　　朝８時～夜８時

●アクセス●
小田原駅東口⑦番バス国府津行
「小田原東高」停留所 P50台
●診療項目●
鍼灸マッサージ　整骨　整体　矯正
カイロプラクティック　オステオパシー
      　　 医薬品登録販売者エコー検査

笑 顔 の 輝 き笑 顔 の 輝 き
笑顔は疲れた人には
休養、失意の人には
光明、悲しむ人には
太陽の輝きとなる
我が心にも希望が湧
き闘志を燃やせる


